
　㈱和光は、11月5日より、アショカダ
イヤモンドジュエリーの新シリーズ
「SOVRAN（ソヴラン）」を発売する。
　アショカダイヤモンドは、ニューヨー

クの世界的な宝石商、ウィリアム・
ゴールドバーグ氏が1999年に生
み出したダイヤモンド。62面体の精
緻なカットによって引き出される、
奥行きのある繊細な輝きが特徴
で、一石一石、職人が細部まで丁
寧に仕上げることで、唯一無二の
美しさをもたらす。日本国内では和
光のみが直接の買い付けを許され
ている、特別なダイヤモンドだ。
　その新シリーズ「SOVRAN」は、
ジュエリーブランド「AHKAH」の創

業者であり、美術家としても活躍する福
王寺朱美氏をクリエイティブディレク
ターに迎え、凛とした美しさを備えた大
人に向けたデザインを展開する。

　シリーズ名は、「品格」や「崇高さ」を
意味する英語 “Sovereign”に由来す
る造語。アショカダイヤモンドが持つ比
類なき輝きを、無駄を削ぎ落としたミ
ニマルな造形の中に表現し、ダイヤモ
ンドそのものの美しさを際立たせる。
　シリーズを象徴するクロスモチーフ
は、銀座四丁目交差点に佇む和光本店
と時計塔から着想を得たもの。象徴的な
建築が持つ、時を超えて受け継がれる
美しさをジュエリーへと昇華した。普遍
的なフォルムと洗練されたデザインが、
アショカダイヤモンドの輝きに新たな表
情を添える。「SOVRAN」は、アショカダ
イヤモンドが持つ魅力を新たな造形で
表現するとともに、和光ならではの美意
識を体現するコレクションとなっている。
　なお、シリーズの披露に合わせ、11
月5日より、アショカダイヤモンドの魅
力を一堂に閲覧できる催事「AMAZ-
ING ASHOKA® DIAMONDS」を
和光本館2階で開催する。
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　卓越した金細工技術と、既成概念に
とらわれないジュエリーで知られるポメ
ラートは、最新のハイジュエリーコレク
ション「ポメラートスティーレ・リベロ」
を東京にて披露した。10月25日の一般
公開に先駆けて開催されたプレビュー
には、大政絢氏、滝沢眞規子氏、中村
アン氏（五十音順）らスペシャルなゲス
トが来場した。
　大政氏は「MA R V E L O U S -
GRIFFE」イヤリングと「PRISM」リン
グ、滝沢氏は「DRESSAGE CAMEO」

ネ ッ ク レ ス 、
「EMBRASSE」
イヤリング、「NO-
TE DI LUCE」リ
ング、中村氏は
「DROPS OF -
PARAIBA」ネッ
クレスとイヤリン
グをまとった。
　ミラノの自由な
精神と創造性を
体現する「ポメ

ラート スティーレ・リベ
ロ」は、大胆で揺るぎない
スタイルを表している。予
想外に配された鮮やかな
ジェムストーンのセッティ
ング、精緻なゴールドの透

かし細工、そ
して立体的
なフォルム
が、カーサ・
ポメラートの
熟練した金

細工職人たちの卓越した技術を映し
出している。これら唯一無二の作品は、
メゾンが掲げる「身にまとう芸術」として
のハイジュエリーというビジョンを体現
している。
　さらに、ポメラートのアーカイブに着

　㈱エフ・ディ・シィ・プロダクツが展
開するジュエリーブランド「CANAL 
４℃」は、サージカルステンレスを使用
した新作コレクション「Sta in l e s s 
Collection」を、10月16日より全国の
CANAL ４℃店舗および公式オンラ
インショップにて販売開始した。
　「Stainless Collection」は『より多く
の人にジュエリーを楽しんでほしい』と
いう想いから作られた、サージカルステ
ンレス素材の低アレルギージュエリー。
地金には金属アレルギーに配慮した素
材とされるSTAINLESS 316Lを使用。

ステンレスならではの重厚感のある色
合いと、シルバー・ピンクゴールド・イエ
ローゴールドの3カラーで、その日の気
分やスタイルに合わせて選べる。
　シンプルなフォルムを中心に、ほどよ
くボリュームを持たせたモダンでベー
シックなデザインに仕上げ、カジュアル
なスタイルからきれいめな装いまで幅
広く合わせられる。また、IPメッキを施
すことで、日常使いしやすい扱いやすさ

も魅力。手入れの負担を抑えながら、
仕事の日から休日まで、オンオフを問
わず気軽に身に着けられるジュエリー
になっている。
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低アレルギーに配慮した新作
CANAL 4℃から「Stainless Collection」

　㈱丸善による関西
最大級の宝石の祭典
「いちごジュエリー
フェスティバル」は、春
と秋の開催を合わせ
記念すべき60回目を
迎えた。初日から頻繁
に高額商品の決定が
続き、会場全体で8割
近いコーナーが予算
を達成し、そのうち半
分が予算比150％超
えとなった。商品単価
は前回比124％、売上
高は予算比145％と
いう、前回の売上を上
回るかつてない驚異
的な成果を達成。非
常にバランスの良い
売上構成を形成し
た。
　国内市場では、金

相場の乱降下が続く。大手投資会社
などの見通しでは2027年以降も金
の上昇基調が続き、2030年には
8,000～1万ドル（約4万円）に達する
との予測の中で、強気な値上げによ
る世界的なハイブランド離れが進み、
消費者の関心は信頼のおける地域
の専門店へ大きく回帰し始めている。
　そんな背景に加え、資産価値への
関心の高まりを捉えた、井本雅仁社
長は富裕層の集客に向け「金製品」
と「ピンクダイヤモンド」の品揃えに注

力した。
　魅力あふれる品揃
えと熱心な接客力を
テーマに準備を進め
た今回のいちごでは、
高額レア素材の売上
が目立ち、その中でも
「ピンクダイヤモンド」
が今までにないほど
の販売本数となった。

予想以上に反応の良かった金工芸品
の決定を合わせれば、高い商品単価
となっている。
　また、売上額に連動したお楽しみイ
ベント（抽選会）には、「ゴールド、プラ
チナのインゴットトライ」、最終日の集
客を意識した「プラスONE」、60回を
記念した「60万円均一の特別商品」な
どを揃え、ユーザーも喜び盛り上がり
を見せた。
　次回のいちごは、2027年4月10日
～12日の3日間を予定している。
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　シンガポールを代表するジュエリー＆
ライフスタイルブランド「RISIS（ライシ
ス）」は、10月24日～11月30日までの期
間限定で、なんばパークス（大阪市浪速
区）にポップアップストアを開き、RISIS

ならではの手仕事を大阪の人々に
紹介している。
　1976年にシンガポールで創業
したRISISは、本物の蘭を24Kス

イスゴールドでコーティングする技術
を生み出したブランドとして知られて
いる。独自の技術により、本物の蘭の
花を一輪ずつ手で選び、銅めっきで
花びらを固めたうえに24Kスイスゴー

ルドでコーティングし、移ろう自然の美
しさを、いつまでも手元に残せる花へ

と仕立てている。この蘭の
めっき技術により、RISIS は
シンガポール知的財産庁
（IPOS）の「IP for Growth
Award」を受賞している。
　2026年に創業50周年を
迎えたRISIS は、代名詞であ

る金色の蘭のジュエリーにとどまらず、
自然やアート、アジアの文化に着想を
得たデザインを届ける、現代のラグジュ
アリー・ジュエリー＆ライフスタイルブラ
ンドへと歩みを広げている。
　今回のポップアップストアは、RISIS 
にとって大阪で初めての出店。RISIS 
の日本におけるビジネスパートナーで
ある㈱ e-moer（東京都品川区）ととも

に、なんばパークスで展開中。会場で
は、RISISを代表する蘭のジュエリーに
加え、24Kスイスゴールドでコーティン
グした「スライダーネックレス」も紹介。
シーンに合わせて何通りにも身に着け
られる、RISISの世界的な人気商品
だ。どのジュエリーにも、RISISの手仕
事と、自然の美しさを残し続ける姿勢
が込められている。本物の蘭の花から
作るため、同じ形のものは二つとなく、
一点一点が異なる表情を持っている。
蘭の花がジュエリーになるまでの工程
を紹介する特別展示も閲覧できる。
　ブローチ、ネックレス、イヤーアクセサ
リー、リング、ブレスレット、ヘアクリップ
など100種類以上のデザインをそろえ
る。ジュエリーの価格は2万2,000円～
13万4,000円。
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想を得たカプセルコレクション「ビザ
ンツィオ」を日本で初披露。豊かな色
彩、独創的な質感、印象的なフォルム

を通じて、メゾンのクリエイティブな遺
産と現代的な感性が交差する世界を
紹介する。
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